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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商用電源の交流電圧を整流する整流回路、この整流回路の出力電圧を昇圧・平滑する平
滑回路、この平滑回路の直流出力電圧を高周波電圧に変換し放電灯を点灯させるインバー
タ回路、このインバータ回路の発振開始から所定時間を計時するタイマー回路及びこのタ
イマー回路の出力に基づいてインバータ回路を制御する制御回路を備えた放電灯点灯装置
において、
　前記タイマー回路が、前記インバータ回路の発振にともない、スナバコンデンサを介し
て流れる電流により充電される制御電源用コンデンサの電圧を電源とし、この制御電源用
コンデンサから抵抗を介して充電されるタイマー電源制御用コンデンサと、
　このタイマー電源制御用コンデンサに並列接続され、前記タイマー電源制御用コンデン
サに充電される電圧を、前記インバータ回路が発振しているときに前記制御電源用コンデ
ンサから供給される電圧の下限値よりも低い電圧となるように制限する定電圧ダイオード
と、
　前記タイマー電源制御用コンデンサに並列接続され、前記タイマー電源制御用コンデン
サに充電される電圧を基準に時定数を設定する時定数回路と、
　前記タイマー電源制御用コンデンサに並列接続され、前記タイマー電源制御用コンデン
サに充電される電圧を基準に、前記時定数回路の閾値を設定する閾値設定回路と、
　前記インバータ回路の発振停止に同期し、前記時定数をリセットするリセット回路と、
　を備えることを特徴とする放電灯点灯装置。
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【請求項２】
　商用電源の交流電圧を整流する整流回路、この整流回路の出力電圧を昇圧・平滑する平
滑回路、この平滑回路の直流出力電圧を高周波電圧に変換し放電灯を点灯させるインバー
タ回路、このインバータ回路の発振開始から所定時間を計時するタイマー回路及びこのタ
イマー回路の出力に基づいてインバータ回路を制御する制御回路を備えた放電灯点灯装置
において、
　前記タイマー回路が、前記インバータ回路の発振にともない、スナバコンデンサを介し
て流れる電流により充電される制御電源用コンデンサの電圧を電源とし、この制御電源用
コンデンサからダイオードを介して充電されるタイマー電源制御用コンデンサと、
　前記タイマー電源制御用コンデンサに並列接続され、前記タイマー電源制御用コンデン
サに充電される電圧を基準に、時定数を設定する時定数回路と、
　前記タイマー電源制御用コンデンサに並列接続され、前記時定数回路の閾値を、前記タ
イマー電源制御用コンデンサに充電される電圧を基準として、前記インバータ回路が発振
しているときに前記制御電源用コンデンサの電圧の下限値よりも低い値となるように設定
する閾値設定回路と、
　前記インバータ回路の発振停止に同期し、前記時定数をリセットするリセット回路と、
　を備えることを特徴とする放電灯点灯装置。
【請求項３】
　前記閾値設定回路は、上限閾値と、下限閾値とを有することを特徴とする請求項１また
は請求項２記載の放電灯点灯装置。
【請求項４】
　前記インバータ回路を発振開始させるための起動回路を備えることを特徴とする請求項
１～請求項３のいずれかに記載の放電灯点灯装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高周波電圧を放電灯に印加して点灯させる放電灯点灯装置に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来の放電灯点灯装置は、整流回路と、平滑回路と、インバータ回路を備え、蛍光ラン
プの予熱電極のうち、少なくとも１つが異常となったことを、ランプ異常検出回路によっ
て検出し、インバータ回路内のインバータ発振回路の発振動作を停止させている（例えば
、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、他の従来の放電灯点灯装置は、外部の交流電源に接続される高周波電源回路より
チョークコイルを介して予熱及び点灯される予熱始動型の蛍光ランプを備え、高周波電源
回路が、第１ＦＥＴおよび第２ＦＥＴと、これら２つのＦＥＴを、交互にオン・オフ切り
替えするスイッチング素子駆動回路と、タイマー回路とを備え、前記蛍光ランプの始動時
、スイッチング素子駆動回路が、タイマー回路で設定された所定の期間、チョークコイル
に流れる電流の振幅の増大を抑制するように、第１ＦＥＴのオン期間を短縮させている（
例えば、特許文献２参照）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－２９９０８５号公報（段落００１９～００２３、図１）
【特許文献２】特開２０００－１００５９０号公報（段落００１９～００４２、図２、図
５）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に示した従来の放電灯点灯装置に、特許文献２で示した従来の放電灯点灯装
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置のタイマーを組み合わせて、タイマー動作電源である平滑コンデンサの代わりに、特許
文献１のインバータの定電圧ダイオードと一対のスイッチング素子の接続点との間に挿入
されスナバコンデンサにダイオードを介して接続された制御電源用コンデンサを用い、さ
らに、制御電源用コンデンサから供給される電圧を分圧してタイマー回路の閾値を設定す
る分圧抵抗を設けた場合に、制御電源用コンデンサの電圧が変動したときに、閾値も変動
しタイマー回路で作られる時間も正規の動作が行われないという問題点があった。
【０００６】
　この回路構成で行った場合、制御電源用コンデンサの電圧が常に安定していれば問題は
ないが、特に下記の条件が重なってきたときに、制御電源用コンデンサの電圧が変動する
。
（１）ランプの始動期間中
（２）電源電圧が高い場合
（３）スナバコンデンサの容量を小さく設定することにより帰還電流を少なめに設定した
場合
【０００７】
　ランプの始動期間中（ランプが点灯する前に）、制御電源用コンデンサの電源が変動す
るのは、従来の放電灯点灯装置の平滑発振回路にて電源を多く必要とするためである。
　平滑発振回路にて電流を多く必要とするのは、平滑発振回路はランプが点灯した時の負
荷で設計されているのに対し、ランプが点灯する前は負荷が軽い状態で、平滑発振回路の
発振周波数が高くなり、制御電源用コンデンサから供給するスイッチング素子のドライブ
電流が増加するためである。また、入力電圧が高い場合にも平滑発信回路の発振周波数が
高くなり、スイッチング素子のドライブ電流が増加する。
【０００８】
　スナバコンデンサの容量が小さくなった場合には、ダイオードを介して供給される電流
が少なくなるため、制御電源用コンデンサの電圧変動が大きくなる。
　対策の一手段として、電源を供給しているスナバコンデンサの容量を大きくするという
選択もあるが、スナバコンデンサを大きくすると、点灯後のスナバコンデンサを介して流
れる電流が過電流となり、スナバ抵抗や定電圧ダイオードの発熱（過熱）などの問題が生
じる。
【０００９】
　この発明は、以上の課題を解決するためになされたもので、ランプ始動期間中のタイマ
ー回路の電源である制御電源用コンデンサの電圧が不安定な時においても、常に安定した
タイマー回路動作をすることができる放電灯点灯装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明に係る放電灯点灯装置は、商用電源の交流電圧を整流する整流回路、この整流
回路の出力電圧を昇圧・平滑する平滑回路、この平滑回路の直流出力電圧を高周波電圧に
変換し放電灯を点灯させるインバータ回路、このインバータ回路の発振開始から所定時間
を計時するタイマー回路及びこのタイマー回路の出力に基づいてインバータ回路を制御す
る制御回路を備えた放電灯点灯装置において、前記タイマー回路が、前記インバータ回路
の発振にともない、スナバコンデンサを介して流れる電流により充電される制御電源用コ
ンデンサの電圧を電源とし、この制御電源用コンデンサから抵抗を介して充電されるタイ
マー電源制御用コンデンサと、このタイマー電源制御用コンデンサに並列接続され、前記
タイマー電源制御用コンデンサに充電される電圧を、前記インバータ回路が発振している
ときに前記制御電源用コンデンサから供給される電圧の下限値よりも低い電圧となるよう
に制限する定電圧ダイオードと、前記タイマー電源制御用コンデンサに並列接続され、前
記タイマー電源制御用コンデンサに充電される電圧を基準に時定数を設定する時定数回路
と、前記タイマー電源制御用コンデンサに並列接続され、前記タイマー電源制御用コンデ
ンサに充電される電圧を基準に、前記時定数回路の閾値を設定する閾値設定回路と、前記
インバータ回路の発振停止に同期し、前記時定数をリセットするリセット回路と、を備え
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るものである。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明は、タイマー回路が、インバータ回路の発振にともない、スナバコンデンサを
介して流れる電流により充電される制御電源用コンデンサの電圧を電源とし、この制御電
源用コンデンサから抵抗を介して充電されるタイマー電源制御用コンデンサと、このタイ
マー電源制御用コンデンサに並列接続され、前記タイマー電源制御用コンデンサに充電さ
れる電圧を、前記インバータ回路が発振しているときに前記制御電源用コンデンサから供
給される電圧の下限値よりも低い電圧となるように制限する定電圧ダイオードと、前記タ
イマー電源制御用コンデンサに並列接続され、前記タイマー電源制御用コンデンサに充電
される電圧を基準に時定数を設定する時定数回路と、前記タイマー電源制御用コンデンサ
に並列接続され、前記タイマー電源制御用コンデンサに充電される電圧を基準に、前記時
定数回路の閾値を設定する閾値設定回路と、前記インバータ回路の発振停止に同期し、前
記時定数をリセットするリセット回路と、を備えるので、ランプ始動期間中のタイマー回
路の電源である制御電源用コンデンサの電圧が不安定な時においても、常に安定したタイ
マー回路動作をすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
実施の形態１．
　図１はこの発明の実施の形態１を示す放電灯点灯装置の回路図、図２、図３は放電灯点
灯装置のタイマー回路のタイマー電源電圧兼タイマー基準電圧と検出電圧と閾値の関係図
である。
　図１において、放電灯点灯装置は、商用交流電源の交流電圧を整流し、脈流出力電圧に
する整流回路ＤＢと、整流回路ＤＢの脈流出力電圧を、昇圧した直流電圧にする平滑回路
ＤＣと、直流電圧を高周波電圧に変換し、放電灯を点灯させるインバータ回路ＩＶと、イ
ンバータ回路ＩＶの発振開始から所定時間を計時するタイマー回路ＴＣから構成される。
【００１３】
　平滑回路ＤＣは、整流回路ＤＢの正極側に挿入された昇圧チョークＴ１、ダイオードＤ
１、ダイオードＤ１と整流回路ＤＢの負極側との間に設けられた電源平滑コンデンサＣ１
、昇圧チョークＴ１と整流回路ＤＢの負極側との間に設けられたＭＯＳ－ＦＥＴＱ１（以
下、「ＤＣスイッチング素子Ｑ１」という）、端子１が後述のインバータ回路ＩＶのスナ
バ抵抗Ｒ７及びスナバコンデンサＣ４の接続点にダイオードＤ４を介して接続され、出力
端２がＤＣスイッチング素子Ｑ１のゲートに接続された平滑発振回路ＩＣ１（以下、ＤＣ
発振回路ＩＣ１という）、後述のインバータ回路ＩＶのダイオードＤ４のカソードとグラ
ンド間に接続された後述のタイマー回路ＴＣの制御電源用制御電源用コンデンサＣ６から
構成されている。
　また、昇圧チョークＴ１は後述するインバータ回路ＩＶ側の発振起動用の起動抵抗Ｒ１
と定電圧ダイオードＤＺ１の直列回路に接続されている。
【００１４】
　ＤＣ発振回路ＩＣ１は、後述するスナバコンデンサＣ４を介して流れる電流により制御
電源用コンデンサＣ６の電圧が一定値以上になると、数十ｋＨｚ～数百ＫＨｚの高周波信
号を発振し、ＤＣスイッチング素子Ｑ１をオン／オフさせる。ＤＣスイッチング素子Ｑ１
のオン期間には昇圧チョークＴ１に電流が流れる。また、オフ期間には昇圧チョークＴ１
に蓄えられたエネルギーにより、ダイオードＤ１を介して電源平滑コンデンサＣ１を充電
させて脈流電圧よりも高い電圧に昇圧する。
【００１５】
　インバータ回路ＩＶには、昇圧チョークＴ１に接続された起動抵抗Ｒ１と定電圧ダイオ
ードＤＺ１の直列回路、定電圧ダイオードＤＺ１に並列接続された制御電源用コンデンサ
Ｃ５、電源平滑コンデンサＣ１の両端間に設けられた直列接続のＩＶスイッチング素子Ｑ
２及びＱ３、端子１がその定電圧ダイオードＤＺ１のカソード側に接続され、端子２がＩ
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Ｖスイッチング素子Ｑ２のゲートに接続され、端子３がＩＶスイッチング素子Ｑ２、Ｑ３
の接続点に接続され、端子４がＩＶスイッチング素子Ｑ３のゲートに接続され、端子５が
制御回路ＣＣに接続されたインバータ発振回路ＩＣ２（以下、ＩＶ発振回路ＩＣ２という
）、定電圧ダイオードＤＺ１のカソードとＩＶスイッチング素子Ｑ２、Ｑ３の接続点との
間にダイオードＤ３を介して直列接続され、制御電源用コンデンサＣ５、Ｃ６に電流を供
給するためのスナバコンデンサＣ４及びスナバ抵抗Ｒ７、スナバ抵抗Ｒ７に接続されスナ
バコンデンサＣ４の電流を制御電源用コンデンサＣ５、Ｃ６に供給するための分離ダイオ
ードＤ３、Ｄ４、ＩＶスイッチング素子Ｑ２及びＱ３の接続点と蛍光ランプＬＡ１の予熱
電極Ｆ１１との間に挿入されたバラストチョークＴ２、整流回路ＤＢの負極と蛍光ランプ
ＬＡ１の予熱電極Ｆ１２との間に挿入されたカップリングコンデンサＣ３、蛍光ランプＬ
Ａ１に並列に接続された始動コンデンサＣ２、ダイオードＤ３、Ｄ４の接続点とグランド
間に接続されたダイオードＤ２から構成される。
【００１６】
　ＩＶ発振回路ＩＣ２は、商用電源が投入され、起動抵抗Ｒ１を介して流れる電流により
、制御電源用コンデンサＣ５の充電電圧が動作電圧に達すると数十ｋＨｚの高周波信号を
発振する。この発振に基づいてＩＶスイッチング素子Ｑ２、Ｑ３は交互にオンする。その
電流により、スナバコンデンサＣ４、スナバ抵抗Ｒ７、分離ダイオードＤ３、Ｄ４を経て
制御電源用コンデンサＣ５、Ｃ６に電荷を充電すると共に蛍光ランプＬＡ１側に供給する
。
　制御回路ＣＣは、タイマー回路ＴＣから出力される電圧条件により、ＩＶ発振回路ＩＣ
２に予熱始動の周波数制御を行う。
【００１７】
　タイマー回路ＴＣは、制御電源用コンデンサＣ６とダイオードＤ４の接続点とグランド
間にＴＣ電源供給用抵抗Ｒ２を介して接続されたＴＣ電源制御用コンデンサＣ７に並列接
続されたＴＣ電源制御用定電圧ダイオードＤＺ２、ＴＣ電源制御用コンデンサＣ７に並列
接続され、タイマー回路の閾値を設定する閾値設定回路である抵抗Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５の直
列回路、抵抗Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５の直列回路に並列接続され、タイマー回路ＴＣの時定数を
設定する時定数設定回路である抵抗Ｒ６とコンデンサＣ８の直列回路、制御電源用コンデ
ンサＣ６とダイオードＤ４の接続点と抵抗Ｒ６とコンデンサＣ８の接続点の間に接続され
、タイマー回路ＴＣの時定数をリセットするリセット回路であるタイマーリセット用ダイ
オードＤ５、から構成され、抵抗Ｒ３とＲ４の接続点及び抵抗Ｒ４とＲ５の接続点から制
御回路ＣＣの入力端子に接続され、また、抵抗Ｒ６とコンデンサＣ８の接続点が制御回路
ＣＣの入力端子に接続されている。
【００１８】
　次に、放電灯点灯装置の概略動作を図１により説明する。商用交流電源ＡＣが投入され
ると、整流回路ＤＢがその交流電圧を脈流電圧に整流する。その電流は昇圧チョークＴ１
及びダイオードＤ１を介して電源平滑コンデンサＣ１に流れ、電源平滑コンデンサＣ１を
充電すると共に、昇圧チョークＴ１及び起動抵抗Ｒ１を介して制御電源用コンデンサＣ５
に供給される。
　制御電源用コンデンサＣ５の充電電圧がＩＶ発振回路ＩＣ２の動作電圧に達すると、Ｉ
Ｖ発振回路ＩＣ２は、数十ｋＨｚの高周波信号を発振してＩＶスイッチング素子Ｑ２、Ｑ
３を交互にオンする。ＩＶスイッチング素子Ｑ２がオンされた際、電源平滑コンデンサＣ
１から直流電流がＩＶスイッチング素子Ｑ２→スナバコンデンサＣ４→スナバ抵抗Ｒ７→
ダイオードＤ４を介して制御電源用コンデンサＣ６に流れる。このときＤＣ発振回路ＩＣ
１は、数十～数百ｋＨｚの高周波信号を発振してＤＣスイッチング素子Ｑ１をオン／オフ
し、昇圧チョークＴ１の昇圧作用により電源平滑コンデンサＣ１の充電電圧を昇圧させる
。
【００１９】
　ＩＶ発振回路ＩＣ２の動作により、インバータ回路ＩＶのＩＶスイッチング素子Ｑ２が
オンしたときは、電源平滑コンデンサＣ１→スイッチング素子Ｑ２→バラストチョークＴ
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２→予熱電極Ｆ１１→始動コンデンサＣ２→予熱電極Ｆ１２→カップリングコンデンサＣ
３→電源平滑コンデンサＣ１の閉ループで電流が流れる。また、ＩＶスイッチング素子Ｑ
３がオンしたときは、カップリングコンデンサＣ３→予熱電極Ｆ１２→始動コンデンサＣ
２→予熱電極Ｆ１１→バラストチョークＴ２→ＩＶスイッチング素子Ｑ３→カップリング
コンデンサＣ３の閉ループで電流が流れ、バラストチョークＴ２、予熱電極Ｆ１１、始動
コンデンサＣ２及び予熱電極Ｆ１２の直列回路に高周波電流が流れる。このとき、バラス
トチョークＴ２と始動コンデンサＣ２との間で生じるＬＣ直列共振により始動コンデンサ
Ｃ２の高周波電圧が蛍光ランプＬＡ１に印加される。
　また、制御回路ＣＣは、タイマー回路ＴＣの出力に基づいてインバータ回路ＩＶを制御
する。
【００２０】
　次に、タイマー回路ＴＣの動作について図１～３により説明する。
　図２はタイマー回路ＴＣのタイマー電源電圧兼タイマー基準電圧と検出電圧と閾値の関
係図で、この発明の実施の形態１との比較をするため従来のタイマー回路ＴＣについて示
している。
　図２（ａ）は制御電源用コンデンサＣ６が安定時、図２（ｂ）は制御電源用コンデンサ
Ｃ６が変動時を示す。図３はこの発明の実施の形態１のタイマー回路ＴＣのタイマー電源
電圧兼タイマー基準電圧と検出電圧と閾値の関係図である。
【００２１】
　タイマー回路ＴＣは、ＩＶ発振回路ＩＣ２が発振し、スナバコンデンサＣ４を介して流
れる電流により充電される制御電源用コンデンサＣ６の電圧を電源とし、制御電源用コン
デンサＣ６の電圧がＴＣ電源供給用抵抗Ｒ２を介して、ＴＣ電源制御用コンデンサＣ７に
充電される。ＴＣ電源制御用コンデンサＣ７の電圧はＴＣ電源制御用定電圧ダイオードＤ
Ｚ２のツェナー電圧以上にはならない。制御電源用コンデンサＣ６の電圧が変動しても、
ＴＣ電源制御用コンデンサＣ７の電圧は変動しないように式（１）のような設定条件とす
る。また、タイマー回路ＴＣの基準電源をＴＣ電源制御用コンデンサＣ７の電圧としてい
る。
　ＤＺ２≦Ｃ６Ｖｍｉｎ＊（Ｒ３＋Ｒ４＋Ｒ５）／（Ｒ２＋Ｒ３＋Ｒ４＋Ｒ５）　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（１）
　　ただし、Ｃ６Ｖｍｉｎ：制御電源用コンデンサＣ６の電圧で変動する最も低い電圧
【００２２】
　この設定にすることにより、ＴＣ電源制御用コンデンサＣ７の電圧は、制御電源用コン
デンサＣ６の電圧変動の影響を受けないため常に安定している。そして、ＴＣ電源制御用
コンデンサＣ７の電圧を、抵抗Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５で分圧し、タイマー回路ＴＣの閾値電圧
として、制御回路ＣＣに入力する。同じく、ＴＣ電源制御用コンデンサＣ７の電圧を抵抗
Ｒ６、コンデンサＣ８の充電時定数で生成されるコンデンサＣ８の電圧を検出電圧として
、制御回路ＣＣに入力する。
　また、ＩＶ発振回路ＩＣ２が発振を停止し、スナバコンデンサＣ４を介して制御電源用
コンデンサＣ６に電流が供給されなくなったとき、タイマーリセット用ダイオードＤ５を
介して、コンデンサＣ８の電荷を即時に放電し、タイマー回路ＴＣを初期状態に戻す。
【００２３】
　次に、タイマー回路ＴＣのタイマー電源電圧兼タイマー基準電圧と検出電圧と閾値の関
係を図２，図３により説明する。
　図２に対応する従来のタイマー回路は図１において、ＴＣ電源供給用抵抗Ｒ２、ＴＣ電
源制御用コンデンサＣ７、ＴＣ電源制御用定電圧ダイオードＤＺ２がなく、制御電源用コ
ンデンサＣ６とダイオードＤ４の接続点とグランド間にタイマー回路ＴＣの閾値を設定す
る閾値設定回路である抵抗Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５の直列回路、抵抗Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５の直列回
路に並列接続され、タイマー回路ＴＣの時定数を設定する抵抗Ｒ６とコンデンサＣ８の直
列回路、制御電源用コンデンサＣ６とダイオードＤ４の接続点と抵抗Ｒ６とコンデンサＣ
８の接続点の間に接続されたタイマー回路ＴＣの時定数をリセットするリセット回路であ
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るタイマーリセット用ダイオードＤ５が接続されている。
【００２４】
　図２において、閾値Ａは抵抗Ｒ４、Ｒ５の接続点の電圧、閾値Ｂは抵抗Ｒ３、Ｒ４の接
続点の電圧、タイマー電源電圧兼タイマー基準電圧は制御電源用コンデンサＣ６の電圧を
示す。
　制御電源用コンデンサＣ６が安定時は図２（ａ）に示すように、タイマー電源電圧兼タ
イマー基準電圧、閾値Ａ、Ｂは一定の値であり、コンデンサＣ８の検出電圧は時間経過に
より増加して時間Ｔ１で閾値Ａ、時間Ｔ２で閾値Ｂとなり、安定したタイマー回路動作の
状態である。
【００２５】
　一方、制御電源用コンデンサＣ６が変動時は図２（ｂ）に示すように、タイマー電源電
圧兼タイマー基準電圧、閾値Ａ、Ｂともに変動した値であり、コンデンサＣ８の検出電圧
は正規の閾値Ａに達する前に変動の谷部で閾値Ａとなり、正規のＴ１より短い時間ｔ１と
なる。閾値Ｂも同様に正規のＴ２より短い時間ｔ２となり、不安定なタイマー回路動作と
なる。
　なお、タイマーリセット用ダイオードＤ５が有るときは、コンデンサＣ８の検出電圧を
実線、タイマーリセット用ダイオードＤ５が無いときは、コンデンサＣ８の検出電圧を波
線で示している。
　タイマーリセット用ダイオードＤ５はタイマー回路ＴＣをリセットするためのものであ
るが、タイマー電源電圧兼タイマー基準電圧が変動したときに、タイマーリセット用ダイ
オードＤ５を介してコンデンサＣ８の電荷を放電することにより、コンデンサＣ８の検出
電圧は本来点線であるべきのものが、一定となり、閾値Ｂを越えることができず正常な動
作ができない。
【００２６】
　図３において、この発明の実施の形態１ではタイマー電源電圧である制御電源用コンデ
ンサＣ６の電圧が変動しても、タイマー基準電圧であるＴＣ電源制御用コンデンサＣ７の
電圧は、ＴＣ電源制御用定電圧ダイオードＤＺ２を接続することで変動のない一定のタイ
マー基準電圧となり制御電源用コンデンサＣ６の電圧が安定時（図２（ａ））と同じく、
安定したタイマー回路動作の状態である。
【００２７】
　以上のように、ランプ始動期間中に、タイマー回路ＴＣ電源である制御電源用コンデン
サＣ６の電圧が不安定な時においても、常に安定したタイマー回路動作をすることができ
る。
　なお、タイマーリセット用ダイオードＤ５は抵抗Ｒ６に並列接続してもよい。この場合
はリセット時間が長くなる。
　また、図４に示すようにＴＣ電源供給用抵抗Ｒ２の接続位置を図のように変更し、電源
の供給先を制御電源用コンデンサＣ６から、制御電源用コンデンサＣ５に変更してもよい
。
【００２８】
実施の形態２．
　図５はこの発明の実施の形態２を示す放電灯点灯装置の回路図、図６は放電灯点灯装置
のタイマー回路のタイマー電源電圧兼タイマー基準電圧と検出電圧と閾値の関係図である
。
　本実施の形態は実施の形態１のＴＣ電源供給用抵抗Ｒ２をＴＣ電源供給用ダイオードＤ
６に代え、制御電源用コンデンサＣ５に接続したものである。
　図５において実施の形態１の図１と同一または相当部分には同一の符号を付し説明を省
略する。
【００２９】
　この発明の実施の形態２の動作を図５により説明する。タイマー回路ＴＣの他は、実施
の形態１と同じなので説明を省略する。
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　タイマー回路ＴＣは、制御電源用コンデンサＣ５の電圧を電源として動作し、制御電源
用コンデンサＣ５の電圧を電源供給用ダイオードＤ６を介して、ＴＣ電源制御用コンデン
サＣ７に充電する。制御電源用コンデンサＣ６と同じく制御電源用コンデンサＣ５の電圧
が変動しても、ＴＣ電源制御用コンデンサＣ７の電圧は変動しないよう十分大きな容量と
し、タイマー回路ＴＣの基準電源をＴＣ電源制御用コンデンサＣ７の電圧とする。
【００３０】
　そして、ＴＣ電源制御用コンデンサＣ７の電圧を、抵抗Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５で分圧し、タ
イマー回路ＴＣの閾値電圧として、制御回路ＣＣに入力する。さらに、ＴＣ電源制御用コ
ンデンサＣ７が変動したときでも閾値は安定するように閾値平滑用コンデンサＣ９、Ｃ１
０を大きくする。
　同じく、ＴＣ電源制御用コンデンサＣ７の電圧を抵抗Ｒ６、コンデンサＣ８の充電時定
数で生成されるコンデンサＣ８の電圧を検出電圧として、制御回路ＣＣに入力する。
【００３１】
　また、ＩＶ発振回路ＩＣ２が発振を停止し、スナバコンデンサＣ４を介して制御電源用
コンデンサＣ６に電流が供給されなくなったとき、タイマーリセット用ダイオードＤ５を
介して、コンデンサＣ８の電荷を即時に放電し、タイマー回路ＴＣを初期状態に戻す。
　また、タイマーリセット用ダイオードＤ５の影響で、検出電圧が閾値に達しないことが
ないように、閾値の設定を下記のような設定条件とする。簡単には、閾値電圧のＭＡＸ値
をＣ６Ｖｍｉｎ以下に設定することである。
　このことにより、検出電圧であるコンデンサＣ８の電圧は閾値に達するまでは安定した
動作を行うことができる。
　　Ｃ６Ｖｍｉｎ　＞　閾値ＭＡＸ
【００３２】
　次に、タイマー回路ＴＣの動作を図５、図６により説明する。図６（ａ）は制御電源用
コンデンサＣ５が変動時、図６（ｂ）は制御電源用コンデンサＣ５が変動時で不具合があ
った場合を示す。
【００３３】
　図６において、閾値Ａは抵抗Ｒ４、Ｒ５の接続点の電圧、閾値Ｂは抵抗Ｒ３、Ｒ４の接
続点の電圧、タイマー電源電圧制御電源用コンデンサＣ５の電圧、タイマー基準電圧はタ
イマー電源制御用コンデンサＣ７の電圧を示す。
　図６（ａ）において、タイマー電源電圧である制御電源用コンデンサＣ５の電圧が変動
しても、ＴＣ電源制御用コンデンサＣ７の電圧は変動のない一定のタイマー基準電圧とな
り、コンデンサＣ８の検出電圧は時間経過により増加して時間Ｔ１で閾値Ａ、時間Ｔ２で
閾値Ｂとなり、安定したタイマー回路動作の状態である。なお、タイマーリセット用ダイ
オードＤ５が有るときは、コンデンサＣ８の検出電圧を実線、タイマーリセット用ダイオ
ードＤ５が無いときは、コンデンサＣ８の検出電圧を波線で示している。
　タイマーリセット用ダイオードＤ５はタイマー回路ＴＣをリセットするためのものであ
るが、タイマー電源電圧が変動したときに、タイマーリセット用ダイオードＤ５を介して
コンデンサＣ８の電荷を放電することにより、コンデンサＣ８の検出電圧は本来点線であ
るべきのものが、一定となるが、閾値Ｂを越えることができ安定したタイマー回路動作と
なる。
【００３４】
　図６（ｂ）は、閾値Ａ、Ｂの設定が適切でなく、コンデンサＣ８の検出電圧が閾値Ｂを
越えることができず正常な動作ができない場合を示す。
【００３５】
　以上のように、ランプ始動期間中に、タイマー回路ＴＣ電源である制御電源用コンデン
サＣ５の電圧が不安定な時においても、常に安定したタイマ回路動作をすることができる
。
　なお、ＴＣ電源供給用ダイオードＤ６の接続位置を図７に示すように変更し、電源の供
給先を制御電源用コンデンサＣ５から、制御電源用コンデンサＣ６に変更してもよい。



(9) JP 4439969 B2 2010.3.24

10

【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】この発明の実施の形態１に係る放電灯点灯装置の回路図である。
【図２】放電灯点灯装置のタイマー回路のタイマー電源電圧兼タイマー基準電圧と検出電
圧と閾値の関係図である。
【図３】この発明の実施の形態１に係る放電灯点灯装置のタイマー回路のタイマー電源電
圧兼タイマー基準電圧と検出電圧と閾値の関係図である。
【図４】この発明の実施の形態１に係る放電灯点灯装置の回路図である。
【図５】この発明の実施の形態２に係る放電灯点灯装置の回路図である。
【図６】この発明の実施の形態２に係る放電灯点灯装置のタイマー回路のタイマー電源電
圧兼タイマー基準電圧と検出電圧と閾値の関係図である。
【図７】この発明の実施の形態２に係る放電灯点灯装置の回路図である。
【符号の説明】
【００３７】
　ＡＣ　商用電源、ＣＣ　制御回路、Ｃ４　スナバコンデンサ、Ｃ５　制御電源用コンデ
ンサ、Ｃ７　タイマー電源制御用コンデンサ、Ｃ８　コンデンサ、Ｄ５　タイマーリセッ
ト用ダイオード、Ｄ６　ＴＣ電源供給用ダイオード、ＤＢ　整流回路、ＤＣ　平滑回路、
ＤＺ２　定電圧ダイオード、ＩＶ　インバータ回路、ＴＣ　タイマー回路、Ｒ１　起動抵
抗、Ｒ２　ＴＣ電源供給用抵抗、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５　抵抗、Ｒ６　抵抗。

【図１】 【図２】
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